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本論文は、自作品「オブスクラ」シリーズにおける、自身で構成した空間を絵画化させ

る制作行為について論じたものである。 

私は対象を撮影し、アクリル板にモチーフとなる写真の印刷物を貼付(コラージュ)、そ

れに照明を当てた空間を撮影することでイメージ化させ、それをもとに作品を制作する。

コラージュとは、写真や文字などさまざまなイメージの印刷物を切り抜き、画面上に構成

する手法である。このような表現を用いることによって 2 次元と 3 次元を往来し、最終的

に自らの手で描いて絵画として提示する。 

私は絵画の「フィクション」性に興味を抱いており、ものを作り出すこと、そしてそれ

を明かす態度に面白さを感じ、これを制作における動機としている。写真を用いるのは、

「断片」や「均質化」という要素が、モチーフの意味内容などを軽いものにし、そのこと

が自身の行ないたいことと合致し、意義があると考えるからである。コラージュは 3 次元

(あるいは 2.5 次元)の物体によって、本来 2 次元の絵画を 3 次元化していることを露呈す

る。それゆえに私は、コラージュ的表現にもう一層を加え、重層的な絵画表現を企図して

いる。2 次元・3 次元という 2 項を往来する重層的な構造を生み出し、それが作り物である

ことを明かす表現を作品化しようとしているのである。 

3 次元の世界を 2 次元の画面上へとうつすミメーシスな行為は、絵画における根源的な

目的の一つであるといえる。私はこれまで風景を主に描いてきたが、関心の対象は、実際

の風景を写し取ることよりも、次第に絵画空間の構成や演出、そして「絵画」そのものへ

と移っていった。その中で、光を当てた表現に興味をもつようになり、可視化、非日常的

な情報の提供に魅力を感じた。論文の執筆にあたり、これまでの制作過程の変遷を辿るな

かで、私はライトによる演出と、コラージュ的な構成が、自身の制作の二つの基本軸であ

ることを認識した。 
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またその制作過程について、本論文では、アクリル板に印刷物を貼る行為を「生ける」、

アクリル板を重ねることで生じる空間を「浅い」空間、そして扱うイメージや表出するイ

メージを「軽い」イメージとする。「生ける」は、イメージを空間的に構成し生きているよ

うに見せる点が、生け花に近いと感じたことから借用している。「浅い」は、生ける行為に

よって生じる空間、「軽い」は、切り抜くことで切断されたイメージや、そうした性質をも

つものを指す。 

私にとって絵画とは、この「浅い」空間の中で発生するフィクションであり、一方で

そのフィクションを強調することで、「軽い」イメージとして楽しむものであると考え

る。ただこの表現によって、批判的な意図を含むものでないことを明言しておく。複雑に

「生け」た「軽い」空間を通して、絵画として了解を得られる形とし、その上でイメージ

を楽しむことが私の創作行為の目的である。 

第 1 章「イメージの構築」では、自身の原点から制作過程、「生ける」行為の機能につい

て、近似するコラージュ表現と比較しながら、これまでの制作の変遷を辿った。第 1 節「構

築」では、自身の具体的な制作方法を説明しながら、絵画化の目的と貼付の表現を中心に

述べた。第 2節「重層と往来」では、コラージュ的表現での「重層」と「往来」の機能に

ついて自作品との関係を述べた。第 3節「変遷」では、自身のこれまでの制作の変遷を、

きっかけとなったモチーフ、ライトによる演出、その効果について説明した。 

第 2章「「軽い」イメージ」では、「軽い」イメージを用いて絵画化することについて述

べた。第 1 節「素材」では、写真をモチーフとして扱う理由と特徴について述べた。第 2

節「意味」では、「軽さ」を用いる根拠を明らかにした。第 3節「絵画化」では、最終的に

絵画として提示することについて、自身の考えを述べた。 

第 3章「オブスクラ」では、第 1 章、第 2章を踏まえ、提出作品「オブスクラ」シリー

ズを中心に自作品の解説を行なった。 

 


